
メイン磁場＋弱収束磁場＋キック磁場

蓄積磁石内部の任意の点(xp[i],yp[i],zp[i])、時刻(tp[i]) における磁場(bx[i], by[i], bz[i])を算出する。
軌道計算で用いる磁場分布と同じ関数を用いている。

入力ファイル
kickInp.txt （利用者さんが変更すべきもの）

磁場計算用入力ファイル（飯沼管理）
Reverse_M20210727-Abe_h.dat  メイン、弱収束 2-D対称モデル
Reverse_20220329_typ11.txt  キッカーコイル

計算コード
MagFieldKick.C

Root –l MagFieldKick.C
と実行すると、右のような図を描画する。

出力プロット
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kickInpit.txt と MagFieldKick.C

入力ファイル kickInput.txt を読む。
磁場情報を欲しい座標をxp[i], yp[i],zp[i] に取り込む。(i=0~127 、配列サイズが128だから。）
磁場情報を欲しい時刻をtp[i]に取り込む。 キック時間内以外の場合、キック磁場は計算されない。

キッカー電流は
500[A]*facB

キック時間*2[nsec]
TK

キック時間は
TK*0.5 [nsec] 

4行目以下、座標[m]
と時刻[nsec]
を最大128行まで。
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磁場計算部分

サンプルコードでは、磁
場分布を図にしているの
で、適宜、変更してくだ
さい。

kickInput.txt で指定した
座標、時刻をセット
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